






























第 1節 研究の背景と問題意識 
第 2節 先行研究の検討 
第 3節 研究の目的と方法 
第 1項 研究の目的 
第 2項 研究の課題 
第 3項 研究の方法 
第 4節 用語の定義 
第 5節 論文の構成 
第 1章 ポストコロニアルな社会的排除と教育 
 第 1節 福祉国家における社会的排除 
氏 名（本籍）   宮﨑 理（北海道） 
専攻分野の名称   博士（社会福祉学） 
学位記番号     博第 9号（甲第 9号） 
学位授与の日付   平成 29年 3月 15日 
学位授与の要件   学位規則第 4条第 1項 
学位論文題目    在日朝鮮人散住地域における教育戦略としての朝鮮学校選択： 
ポストコロニアルな社会的排除との関係において 
論文審査委員    主 査 北星学園大学教授   田中 耕一郎 
副 査 北星学園大学教授   K.U.ﾈﾝｼｭﾃｨｰﾙ（指導教員） 
副 査 北星学園大学准教授  佐橋 克彦 
委員長 北星学園大学教授   中川 純 
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  第 1 項 包摂型社会から排除型社会への移行 
  第 2 項 社会的排除概念の特徴 
  第 3 項 福祉国家の変容による社会的排除概念の変化 
 第 2節 ポストコロニアル研究 
  第 1 項 ポストコロニアル研究の視座 
  第 2 項 ポストコロニアル研究による社会的排除概念への問い 
 第 3節 在日朝鮮人に対する排除の特性 
  第 1 項 社会的排除論から見た日本社会 
  第 2 項 在日朝鮮人に対する排除の価値観 
 第 4節 教育をめぐる排除と包摂 
  第 1 項 在日朝鮮人の教育をめぐる制度 
  第 2 項 文化･社会的装置としての学校 
  第 3 項 教育戦略としての学校選択 
 小括 
第 2章 在日朝鮮人の教育に関する歴史と現状 
 第 1節 朝鮮人の日本への渡航の歴史 
 第 2節 植民地支配終結後における排除の形成 
 第 3節 在日朝鮮人に対する教育政策と教育状況 
  第 1 項 植民地支配期の教育政策と教育状況 
  第 2 項 終戦直後の教育政策と教育状況 
  第 3 項 朝鮮学校の高校無償化制度からの排除の構造 
 小括 
第 3章 調査概要 
 第 1節 調査設計 
  第 1 項 調査の目的と方法 
  第 2 項倫理的配慮 
 第 2節 分析方法 
 第 3節 調査フィールドの特徴 
第 4章 朝鮮学校保護者の学校選択の実際 
 第 1節 調査対象者たちの特徴 
  第 1 項 調査対象者たちのプロフィール 
  第 2 項 調査対象者たちの学校経験の外形的特徴 
 第 2節 調査対象者たちの学校選択 
  第 1 項 子どもたちの学校経験の外形的特徴 
  第 2 項 学校選択の経緯 
  第 3 項 地理的条件の影響 
  第 4 項 学校選択の決定者 
  第 5 項 周囲の人びとの影響 
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  第 6 項 排除の現実の中で朝鮮学校に通学させることへの思い 
  第 7 項 学校選択の影響 
  第 8 項 将来の展望 
 小括 
第 5章 朝鮮学校保護者の学校選択が含意するもの 
 第 1節 歴史･社会的背景への認識 
  第 1 項 在日 1世の経験への認識 
  第 2 項 排除の現状への認識 
 第 2節 日常的な生活のレベルにおける排除との関係 
  第 1 項 日本学校における他者化の経験 
  第 2 項 在日朝鮮人同士の関係のなかに身をおくということ 
 第 3節 文化資本の相続 
  第 1 項 在日朝鮮人文化の再生産と在日朝鮮人の再生産 
  第 2 項 他社に対する・態度姿勢 
 第 4節 社会関係資本の相続 
  第 1 項 在日朝鮮人同士をつなぐものとしての朝鮮学校 
  第 2 項 社会関係資本を相続することそのものの意味 
 第 5節 将来的な展望との関係 
  第 1 項 将来の展望を描きにくい状況 
  第 2 項 広い世界で活躍する朝鮮人になることの期待 
 小括 
終章 本研究の成果と今後の課題 
 第 1節 本研究の要約 
 第 2節 朝鮮学校保護者の学校選択の実際と意味 
  第 1 項 朝鮮学校保護者の学校選択の実際 
  第 2 項 朝鮮学校保護者の学校選択の意味 
 第 3節 在日朝鮮人に対する社会的排除の克服の方向性 




















































































































































2017年 1月 19日、学位授与申請者宮﨑理氏の最終試験を行った。 
試験において、提出論文「在日朝鮮人散住地域における教育戦略としての朝鮮学校選択：
ポストコロニアルな社会的排除との関係において」に基づき、審査委員が疑問点につき逐
一説明を求めたのに対し、宮﨑氏は、論文執筆後の知見も踏まえ、いずれも適切に説明を
行い、審査委員の疑問を解消した。 
